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１．2026年3月期第1四半期の業績（2025年4月1日～2025年6月30日）

（１）経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

営業収益 純営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年3月期第1四半期 11,407 15.3 10,713 13.4 4,668 10.2 4,536 7.4 2,872 △0.8
2025年3月期第1四半期 9,895 12.5 9,448 14.8 4,235 17.8 4,225 17.6 2,894 22.6

1株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
1株当たり

四半期純利益
円 銭 円 銭

2026年3月期第1四半期 11.16 11.14
2025年3月期第1四半期 11.25 11.23

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2026年3月期第1四半期 1,162,667 75,401 6.5 291.71
2025年3月期 1,121,828 76,600 6.8 296.48

(参考) 自己資本 2026年3月期第1四半期 75,101百万円 2025年3月期 76,328百万円

２．配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年3月期 － 22.00 － 18.00 40.00
2026年3月期 －
2026年3月期(予想) － － － －

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

※現時点において配当予想額は未定です。



※ 注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年3月期1Ｑ 259,264,702株 2025年3月期 259,264,702株

② 期末自己株式数 2026年3月期1Ｑ 1,819,109株 2025年3月期 1,819,109株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2026年3月期1Ｑ 257,445,593株 2025年3月期1Ｑ 257,322,093株

※ 添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査
法人によるレビュー

： 無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

当社は監査法人によるレビューを受ける予定であり、レビュー完了後にレビュー報告書を添付した四半期決算短信

の開示を行います（2025年8月1日を予定）。

当社の主たる事業である証券業の業績は相場環境に大きく左右され、業績予想を行うことが困難であることから、

業績予想は開示しておりません。なお、業績に重要な影響を及ぼす株式等委託売買代金等の主要な業務数値や、委

託手数料収益等の主要な収益項目につきましては、月次で開示しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績等に関する説明

①経営成績の概況及び分析

当第1四半期累計期間の国内株式市場は、期首に35,900円台で取引を開始した日経平均株価が、米国の関税政策

に端を発する世界的な景気後退リスクの高まりを背景に、4月7日には31,100円台まで急落しました。その後は、

米国が相互関税の一時停止を発表したことや、米中両政府による追加関税引き下げ合意などから貿易摩擦による

世界景気悪化の懸念が後退し、5月中旬には38,000円台を回復しました。5月中旬以降は、米ムーディーズの米国

債格付けの引き下げ、トランプ政権の関税を違法とする米国際貿易裁判所の判決、中東情勢の緊迫化による地政

学リスクの高まりなどから、38,000円を挟んで一進一退を繰り返す展開となりました。6月下旬は、イスラエル・

イランの停戦合意報道により地政学リスクの懸念が後退したことやFRBが利下げを再開するとの期待から株価は大

きく反発、6月末の日経平均株価は40,400円台で取引を終えました。

このような市場環境の中で、二市場（東京、名古屋の各証券取引所）合計の株式等売買代金は、前第1四半期累

計期間と比較して7％増加しました。当社の主たる顧客層である個人投資家については、4月に株価が大きく動い

た局面とその後の堅調な株価推移を背景に取引が拡大し、二市場全体における個人の株式等委託売買代金は同12

％増加となりました。なお、二市場における個人の株式等委託売買代金の割合は25％と、前第1四半期累計期間の

24％から上昇しました。当社の株式等委託売買代金については同13％の増加となりました。

当第1四半期累計期間における当社の取組みとしては、認知度向上を目的として、プロeスポーツチーム

「FENNEL」と業界初のスポンサー契約を締結しました。投資の「おもしろさ」を伝えるYouTube公式チャンネルに

おいては、登録者数が46万人を突破し、総再生回数が1億3千万回を超え、引き続き業界No.1ブランドを確立して

います。投資情報メディア「マネーサテライト」においては、中東情勢・米関税政策などのマーケット解説動画

を配信し、顧客にとって発見や成長につながる多様なアイデアの提供に努めました。FXについては、スプレッド

縮小キャンペーンやFXアプリの継続的な機能改善に取り組みました。投資信託においては、株式会社ジェーシー

ビーとの協業による「クレカ積立サービス」を開始しました。また、セキュリティ確保については、ログイン時

の電話番号認証を順次必須化したことや、ログイン通知メールをすべての顧客に送信することで、安心して取引

できる機能の提供に努めました。

以上を背景に、営業収益は11,407百万円（同15.3％増）、純営業収益は10,713百万円（同13.4％増）と大幅な

増加となりました。営業利益は4,668百万円（同10.2％増）、経常利益は4,536百万円（同7.4％増）と増加したも

のの、当第1四半期会計期間末までに発生した、フィッシング詐欺やマルウェア被害によるものとみられる顧客口

座に対する不正アクセスに伴う不正取引について、被害を受けた顧客へ一定の補償を行うための費用を支払補償

金として計上したことにより、四半期純利益は2,872百万円（同0.8％減）となりました。

収益・費用の主な項目については以下の通りです。

（受入手数料）

受入手数料は5,246百万円（同0.5％増）となりました。そのうち、委託手数料は4,996百万円（同1.1％増）と

なりました。株式等委託売買代金は同13％増加したものの、手数料が原則として無料となる一日信用取引の割合

が増加したことで、手数料率が減少しており、結果として委託手数料は1.1％増に留まりました。

（トレーディング損益）

トレーディング損益は、FX取引のトレーディング益により、1,759百万円（同153.2％増）の利益となりまし

た。

（金融収支）

信用取引買残高の減少に伴い信用取引収益は減少したものの、金利水準の上昇等を背景に預託金の収益分配金

が増加したこと等により、金融収益から金融費用を差し引いた金融収支は3,708百万円（同4.9％増）となりまし

た。

（販売費・一般管理費）

販売費・一般管理費は、同15.9％増の6,045百万円となりました。これは主として、広告宣伝費の増加等に伴い
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取引関係費が増加したことや、サービス基盤及び業務基盤の拡大に加え不正アクセス及び不正取引に関する対応

費用の発生に伴い、人件費及び事務費が増加したことによるものです。

（特別損失）

不正取引による被害を受けた顧客への補償費用を、支払補償金として計上しております。

②経営成績に重要な影響を与える要因について

当社の主たる事業は、個人投資家向けの株式等委託売買業務であり、収入項目としては受入手数料、とりわけ

株式等売買に関する委託手数料が当社の業績に重要な影響を及ぼします。また、主として信用取引に起因する金

融収益についても当社の業績に重要な影響を及ぼす要因となります。しかしながら、その水準はともに株式市場

の相場環境に大きく左右されます。

③財政状態の概況及び分析

当社の主な資産は、顧客からの預り金や受入保証金等を信託銀行に預託した顧客分別金信託（預託金に含まれ

ます）と、信用取引貸付金を中心とする信用取引資産です。一方、信用取引貸付金に充当することを目的として、

短期借入金等による調達を行っております。当社の主な負債は、預り金、受入保証金及び短期借入金です。

当第1四半期会計期間末の資産合計は、対前事業年度末比3.6％増の1,162,667百万円となりました。これは主と

して、預り金及び受入保証金の増加に伴い、預託金が同8.2％増の672,412百万円となった一方、信用取引貸付金

が同9.0％減の303,392百万円となったことによるものです。

負債合計は、同4.0％増の1,087,266百万円となりました。これは主として、受入保証金が20.0%増の336,451百

万円、預り金が同7.6%増の391,458百万円と増加した一方、信用取引貸付金の減少に伴い短期借入金が同13.2%減

の262,950百万円となったことによるものです。

純資産合計は、同1.6％減の75,401百万円となりました。当第1四半期累計期間においては、2025年3月期期末配

当金4,634百万円を計上する一方、四半期純利益2,872百万円を計上しております。

④資本の財源及び資金の流動性についての分析

当社が行う資金調達は、主として信用取引貸付金の原資に対応するものです。経常的な信用取引貸付金の増減

については、銀行等金融機関からの短期借入金の増減を中心に対応しております。信用取引貸付金の水準が大き

く増加する場合に備えて、社債による資金調達を機動的に行えるよう発行登録も行っておりますが、当第1四半期

会計期間末現在においては、信用取引貸付金と内部留保の水準を踏まえ、資金調達の大部分はコールマネーを含

む短期借入金によっております。

なお、複数の金融機関と当座貸越契約やコミットメントライン契約を締結することで、資金調達の安全性を確

保しております。
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２．四半期財務諸表等

（１）四半期財務諸表

①四半期貸借対照表

(単位：百万円)

前事業年度
(2025年3月31日)

当第1四半期会計期間
(2025年6月30日)

資産の部

流動資産

現金・預金 67,374 90,039

預託金 621,312 672,412

金銭の信託 14,342 4,455

トレーディング商品 8,442 11,168

商品有価証券等 11 10

デリバティブ取引 8,431 11,158

信用取引資産 338,636 311,447

信用取引貸付金 333,359 303,392

信用取引借証券担保金 5,277 8,055

有価証券担保貸付金 23,982 24,844

借入有価証券担保金 23,982 24,844

立替金 263 305

募集等払込金 1,764 1,217

短期差入保証金 16,111 16,023

その他 8,253 9,114

貸倒引当金 △10 △6

流動資産計 1,100,470 1,141,018

固定資産

有形固定資産 1,675 1,580

無形固定資産 8,838 8,697

ソフトウエア 8,838 8,697

その他 0 0

投資その他の資産 10,844 11,372

投資有価証券 7,698 8,468

その他 3,772 3,447

貸倒引当金 △626 △543

固定資産計 21,358 21,649

資産合計 1,121,828 1,162,667
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(単位：百万円)

前事業年度
(2025年3月31日)

当第1四半期会計期間
(2025年6月30日)

負債の部

流動負債

トレーディング商品 504 410

デリバティブ取引 504 410

約定見返勘定 430 139

信用取引負債 44,376 51,083

信用取引借入金 10,983 9,634

信用取引貸証券受入金 33,394 41,449

有価証券担保借入金 40,538 31,550

有価証券貸借取引受入金 40,538 31,550

預り金 363,849 391,458

受入保証金 280,349 336,451

短期借入金 302,950 262,950

未払法人税等 2,407 1,346

賞与引当金 370 110

その他 4,734 6,919

流動負債計 1,040,508 1,082,417

固定負債

その他 334 335

固定負債計 334 335

特別法上の準備金

金融商品取引責任準備金 4,385 4,514

特別法上の準備金計 4,385 4,514

負債合計 1,045,228 1,087,266

純資産の部

株主資本

資本金 11,945 11,945

資本剰余金 9,804 9,804

利益剰余金 55,095 53,333

自己株式 △1,375 △1,375

株主資本合計 75,469 73,707

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 860 1,394

評価・換算差額等合計 860 1,394

新株予約権 272 301

純資産合計 76,600 75,401

負債・純資産合計 1,121,828 1,162,667
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②四半期損益計算書

第１四半期累計期間

(単位：百万円)
前第1四半期累計期間
(自 2024年4月1日
至 2024年6月30日)

当第1四半期累計期間
(自 2025年4月1日
至 2025年6月30日)

営業収益

受入手数料 5,218 5,246

委託手数料 4,944 4,996

引受け・売出し・特定投資家向け売付け勧誘
等の手数料

6 9

募集・売出し・特定投資家向け売付け勧誘等
の取扱手数料

－ 0

その他の受入手数料 267 241

トレーディング損益 695 1,759

金融収益 3,982 4,402

営業収益計 9,895 11,407

金融費用 447 694

純営業収益 9,448 10,713

販売費・一般管理費

取引関係費 1,649 1,925

人件費 976 1,227

不動産関係費 267 305

事務費 1,287 1,465

減価償却費 857 919

租税公課 113 132

貸倒引当金繰入れ 3 △3

その他 61 75

販売費・一般管理費計 5,213 6,045

営業利益 4,235 4,668

営業外収益

受取配当金 8 8

投資事業組合運用益 21 10

その他 4 3

営業外収益計 33 21

営業外費用

投資事業組合運用損 39 152

その他 4 0

営業外費用計 43 153

経常利益 4,225 4,536

特別損失

金融商品取引責任準備金繰入れ 58 129

支払補償金 － 274

特別損失計 58 403

税引前四半期純利益 4,167 4,133

法人税、住民税及び事業税 1,095 1,256

法人税等調整額 178 6

法人税等合計 1,273 1,261

四半期純利益 2,894 2,872



松井証券株式会社(8628) 2026年3月期 第1四半期決算短信

― 7 ―

【注記事項】

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第1四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第1四半期累計

期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

前第1四半期累計期間
(自 2024年4月1日
至 2024年6月30日)

当第1四半期累計期間
(自 2025年4月1日
至 2025年6月30日)

減価償却費 857 百万円 919 百万円

（株主資本等関係）

前第1四半期累計期間(自 2024年4月1日 至 2024年6月30日)

1．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2024年6月23日
定時株主総会

普通株式 5,146 20.00 2024年3月31日 2024年6月24日 利益剰余金

2．基準日が当第1四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

当第1四半期累計期間(自 2025年4月1日 至 2025年6月30日)

1．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

1株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2025年6月29日
定時株主総会

普通株式 4,634 18.00 2025年3月31日 2025年6月30日 利益剰余金

2．基準日が当第1四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第1四半期会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は、オンライン証券取引サービスの単一セグメントであるため、記載を省略しております。

（金融商品関係）

該当事項はありません。

（有価証券関係）

該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

該当事項はありません。
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（収益認識関係）

当社はオンライン証券取引サービスの単一セグメントであり、セグメントごとの記載を省略しております。顧客

との契約から生じる収益を分解した情報は以下のとおりです。

前第1四半期累計期間（自 2024年4月1日 至 2024年6月30日）

(単位：百万円)

オンライン証券取引サービス

顧客との契約から生じる収益 5,218

受入手数料 5,218

委託手数料 4,944

株式・受益証券等 4,655

先物・オプション取引 289

その他 274

その他の収益 4,677

金融収益 3,982

トレーディング損益 695

営業収益 9,895

当第1四半期累計期間（自 2025年4月1日 至 2025年6月30日）

(単位：百万円)

オンライン証券取引サービス

顧客との契約から生じる収益 5,246

受入手数料 5,246

委託手数料 4,996

株式・受益証券等 4,721

先物・オプション取引 275

その他 250

その他の収益 6,161

金融収益 4,402

トレーディング損益 1,759

営業収益 11,407
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（1株当たり情報）

1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後1株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、

以下のとおりであります。

項目
前第1四半期累計期間
(自 2024年 4月 1日
至 2024年 6月30日)

当第1四半期累計期間
(自 2025年 4月 1日
至 2025年 6月30日)

(1) 1株当たり四半期純利益 11円25銭 11円16銭

(算定上の基礎)

四半期純利益(百万円) 2,894 2,872

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,894 2,872

普通株式の期中平均株式数(株) 257,322,093 257,445,593

(2) 潜在株式調整後1株当たり四半期純利益 11円23銭 11円14銭

(算定上の基礎)

四半期純利益調整額(百万円) － －

普通株式増加数(株) 471,302 499,576

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後1株当たり四半
期純利益の算定に含めなかった潜在株式で、前事業年度末
から重要な変動があったものの概要

－ －

（２）その他

該当事項はありません。


